彩色のある羽目板 (城と要塞施設の調査用に姫路センターが収集したもの)
姫路城が20世紀中頃に改装されたとき、作業員たちは西の丸長局(百間廊下)の壁の漆喰一部の下に杉の羽目板を見つけた。絵の具とかすかに見える輪郭の跡がそれはかつて松の木が描かれていたことを示唆していた。
下のパネルは、その羽目板が何世紀も前にはどのように見えただろうかということを示している、科学的研究の産物である。元にあった図はほとんど完全に消えてしまっている。それで調査員たちは赤外線写真とレントゲンを使って残存する絵の具の細かい断片を調べた。彼らはいくつかの色素を確認した。その中には松の木の葉を作るために使われた緑と枝を描くために使われた｢代赭｣と呼ばれる赤みがかった茶色があった。彼らはまたその図が日本の赤松の型にはまった描写であることを確認した。
保存管理者たちは失われた詳細なピースを埋めた。まず残存している絵の具の跡に基づいた輪郭を生み出した。そしてその形を、カーボン紙を使って新しい杉の羽目板に移した。それから白みがかった緑を下地として始め、伝統的な絵の具を使い図に色づけをした。松葉に深みをつけるためさらに薄い緑が使われた。ただ保存管理者たちは松葉の先端がぼんやりしていて、元の図の詳細は推測しかできなかったのだが。陰影法が｢草の汁｣と呼ばれる草緑の色素を使って木の下の部分に加えられた。幹と枝は墨と｢代赭｣を使って塗られ、コケが｢草の汁｣を使って加えられた。白緑の絵の具が松葉の下塗りに使われた。
結果は江戸時代(1603－1868)初期の様式に合う写実的な図になっているが、これは完璧な複製ではなく、資料に基づいた元の図の再現図として見なされるべきである。
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